
／

日本語ワードプロセッサーにおける単語登録の問題21 12
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近年、 日本話ワードプロセッサーの専用榎／ソフトが多数開発されているが、 それらは

いずれも 「いかにスピーディな入力ができるか」 という点を中心としてしのぎを削ってい

る。 スピーディな入力が可廃となるためには、 キーボードの配列をどうするか、 ファンク

シ画ンキーをいかにうまく配鉦するか、 変換鍾産をいかに充実させるか、 辞簡をいかに豊

富にするかなど、 さ法ざまな点での改良が要求されよう． しかし、 今述ぺたいくつかの点

に比べると、 ユーザーによる単語登録概能の改良については、 あまり重視されてこなかっ

たように思われる． また、 マニュアルの説開が分かりにくかったり 、 教育普及活動が充分

でなかったりしたために、 ユーザーの側でもこの極能を有効に活用できなかったというよ

うな問題があったように思われる。本稿は、 これらの問題点を考感し、 スピーディな入力

のためにいかに単語登鍾侭篭を活用するか、 またその前提として、 専用捜／ソフトがどの

ように改良されなければならないかについて、 提言を行なうものである．

率言吾垂金羨錘宵筐と 4士

単語登錘織鮨とは、 よく使われる単語、 専門用語、 決り文句などを簡単な「よみ」 に

よってユーザー専用辞露に登録しておき、 必要に応じて呼び出す鍾睦である．科学麓文を

執筆する時には、 この椴催は特に便利である。 いかにワープロの辞窃が充実していても専

門用鉛まではカバーしきれないことが多し、からである。 この籾合、 ほんらいの『よみ」で

登録してもよいが・ 頻繁に使われる語句の場合には、 省略された「よみ」で登録しておけ

ばより速く入力ができる。 なお、 口述鉦記などの禍合には、 名詞よりも、 「～でございま

す」 とか「～と存じます」 といった、 決まりきった言いまわしを省略することが駐要であ

ると言われている。科学鐘文を執筆する禍合でも、 「である． 」 、 「～と思われる． 」 、

「たとえば」 といった首いまわしは省略登録の対欽にはなるが、 やはり名凋の省略が中心

となるであろう． ここでは、 この後者の柵合について強じることにする．

軍盲吾垂罎碆のラナ突買
、

それでは、 登録するさいには、 どのようなかたちで「よみ」 を省略することができるだ

ろうか。 主なものを分釦すると次のようになる．

【 1 】 単語の先頭にくるひらがなで登録する。 たとえば、 『京都大学』 は「き」 、 『行

動jは「こ」 、 というように省略する．

【 2 】 単甑の先頭から2文字のひらがなで登録する． たとえば． 『京麺大学』 は

「きよ」 、 『行動』 は「こう」 、 というように省略する．

【3】本来の「よみ」の一鄙で登録する。 たとえば、 『拝啓』 を 「はけ」 、 『前頭前野』
を 「ぜぜ」 ．

【4】単甑を数字で登録する．たとえば、 『掛布』 を 「3 1 」 、 『岡田j を 「 1 6」 ．
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【5】 日本語にないひらがなの文字列で登録する． たとえば、 『行動』 を「んこ」 、 『で

ある． 』 を 「っで」 ．

【6］ ローマ字の子音で登録する．たとえば、 ． 『京記大学』 を 「KTD.G」 、 『行動』 を

「KD」 ．

ただし、 〔4】 と ［6】 の登錘法は、 織種／ソフトによっては禁止されている禍合があ

る． 「よみ」はひらがなでなければならないと制限している塩合である．

軍言吾垂鐸錘官鱈の＝鐸

それではユーザーは、 実際にはどのようなやり方で登録しているのだろうか？

Tab l e . 1は、 3つの異なる研究室のワープロの共用システムディスクにおいて、

「よみfが省略されて登録されている単話が、 それぞれ【 1 】 ～ 【6］ のうちのどのル

ールに基いて省略されたものであるかをまとめたものである．

Tab l e 、 1

「よみ」が省略

された語の鍵数 ［ 1 】 ［2】 【3】 【4】 【5】 【6】研究室

７
２
８

１
１
２

２
１
６

６
０

１38

1 3

０
０

３
０

０
０

Ａ
Ｂ

2559C 0 0 0

注：藷句はすぺて名詞であり 、 同じ麗句が2つ以上の「よみ」で登屋されている場合もあ

った． なお研究室A， Bは 『キャノワード40』 を、 Cは r松』 を使用している．
〃

垂鐸巷一上上唾

どの登録法を用いるかはユーザーの自由であり 、 ここで押し付けるつもりはない． しか

し、 畳鐙の仕方によっては． 非常に龍率が悪くなる場合がある．願に吟味してみよう．

まず、 【 1 】 は、 Tab l e 、 1に示されたように、 ごく普通に用いられているようで

あるが、 たとえば、 「木に登る」のつもりで「きに」 と入力して変換すると 「京種大学

に」 と出てきたり 、 「子が生まれる」が「行動が生まれる」 に変換されたりして不便を感
qり

じることが多い．同音異義語の多い日本語では、 鮨率的であるとは言いがたい．

〔2】は、 【 1 】 よりは多少改善されるであろうが、 キータッチの数が増えるわりには

あまり龍率は上がらないように思われる．

次に 【3】 もTab l e . 1に示されたようによく用いられている． しかし、 「よみ」

を省略するルールを一貫させておかないと、 どのような「よみ」で登鐙したか忘れてし

まったり 、 同じシステムディスクを使いながら、 人によって異なる 「よみ」で登録してし

まうということがある． そうした混乱を避け.るため、 「登録単題一覧表」 なるものがワ

ープロの前に貼り出されることになるが、 そのような表をいちいち参照しながら入力して
●

いたていたのでは、 龍率の悪いこと甚だしいと言わざるをえない．

【4】は、 上述の背番号の例のように特殊なケースでは有効であろうし、 また名前を誕

ｰ
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生年で登鍾しておけば、 特定{の年令層をピラクアップするのにも役立つ． しかし、 いろい

ろな用誘や言い回しを登録する方法としては一般的とは盲い薙い、

以上から示唆されるように、 省略形による登録法が有用であるためにはいくつかの条件

を満たす必要がある． まず、 キータッチの散が少なくて済むこと． しかし、 上述の【11

［2］の例のように、 変換する原に別の同音異銭語が現われてきたり 、 あるいはどのよう

な「よみ」を入れたか忘れてしまいそうな省略ではかえって不便になる． これを改善した

のが【5】 、 【6】の登録法であると曾えよう． いずれも、 できあいの辞轡には重複する

「よみ」が全く含まれていないので、 変換した時にはユーザーが登量した語句しか呼び出

されてこない． その分だけ、 【 1 ］や【2】 に比ぺると、 再変換キーを押さなければなら

ないという手間はぐっ．と滅るはずである． このうち、 【5］ は「かな入力方式」の溺合

に、 【6】 は「ローマ字入力方式（ローマ字→かな変換入力方式） 」の禍合に適している

と言えよう．

Eゴーーマ李入二わ方式も＝＝＆ナろ最適巻垂錘澤と4士

本稿では、 かな入力がよいかローマ字入力がよいか、 あるいはキーボードの配列をどう

したらよいか、 といった問題に立ち入る抵面の余裕はない．ただ、 ．とにかく現実に、 英文

タイプに慣れた人々を中心に、 ローマ字入力を用いている人々が多いことだけは確からし

い． となれば、 この入力方式に適した登鍾法を開発し、 普及させることは、 重要な震題の

1つであると言えよう．本稿の残りの部分では、 ローマ字入力によりワープロを使用する

ケースに吸って議錨を進めることにする． さて、 まず【6】 による省略のルールを以下の

ように厳密化してみよう．

1 。 漢字で表わされる騒句は、 それぞれの漢字をローマ字で表わした時の先頭にくるロ

ーマ字の列で登鉦する．

例： 『京稲大学』 一Ky ouronaiGaku.一rKTDG」

『行動』 一Ko uDo u-｢KD」

2。 母音が先頭にくる漢字は「X」 または「L] などで表わす．

例: r英文』 一EiBun一rXB」

3° カタカナなどを登録する時には、 「aiue o」の部分をすべて省略したローマ字

の文字列で表わす．
、

例： プログラムーPuRoGuRaMU‐PRGRM

4。 以上のような方式で登録していくと、 ローマ字からカナに変換される鍾寵によって

たとえば「KK」は「っKj 、 「KNPT」 は「KんPT」 というように自動的に変換さ

れてしまう機種／ソフトがあるが、 「っK」 「KんPT」のままで登量しておく ．

■

■

上述の登録法は、 キータッチの数が少ないわりに同音異義語の現われる確率も小さくて

済むという利点を持っている． これは、 日本路は「あいうえお」以外をローマ字で表わす

禍合には、 原則として2回、 つまり 「KSTNHMYEWGZDB． ． ． 」 と 「AIUE

O」 を組合せて2回､キーを押さなければならないが、 子音部分が1 3通りあるいは
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「 JF"」などを含めるとそれ以上の悩報を伝えるのに対して、 母音部分は5通りの憤報し

か伝えないという特性に起因している．先に、 「よみ」が省略されて登録されていた単語

をTab l e 、 1に示したが、 これらを 【 1 】 、 【2】 、 【6】の省略法で再登錘した拐

合の、 平均キータッチ数、 同音意義語の出現率をTab l e . 2に示す． その結果は、

【6］が合理的な省略法であるとの主彊を裏付けるものとなっている．

Tab l ＝ ‐ 之

「よみ」 を省略せずに

入力した娚合［ 1 ］ ［2】 ［6］

4 ． 00

（ 0％）

4 ． 77

( 0%)

4 ． 1 0

( 0%)

3 ． 04

（ 9％）

研究室

A キーータッチ数

（同音意毅語出現率）

B キータッチ数

（同音意義語出現率）

C キータッチ散

（同音童謡語出現率）

（個人）＊ キータッチ数

（同音意銭語出現率）

●
△
二
一
一
●
《
【
》
●
一
『
》
●
一
畳
一
》

２
く
１
く
２
く
２
く

1 9

7％）

77

2％）

02

8％）

1 8

6％）

78

3％）

62

5％〕

90

4％〕

62

4％）

3 ．

（3

3 ．

（ 1

3 ．

（2

3 ．

（2

３
く
４
く
９
く
７
く

１

１

1 7

0%)

00

0％）

93

0%)

68

0％）

注： ローマ字はヘポン式表配で入力した拐合．語数は上から願に、 36 ， 1 3 ， 59 ，

45． なお、 ＊は箪者自身．

‐全〆云、ニュー領U －で改皇す－ －＜雲‘章

ローマ字入力は、 （1） キータッチの数が多くなる、 （2） キーボードの配列に合理性がな

い、 (3) ｢QXL」 などのような不必要なキーがある、 といった点で、 かな入力に比べて

劣っていることは否定できない． しかし、 上述のように、 子音部分だけの「よみ」で登録

するとか、 「X」 「L」 などを別の目的に使うなどの工夫をすれば、 かな入力以上の効力

を発揮する可龍性がある． しかし、 現実には、 ユーザーがローマ字入力をすることを憩定

していながら、 「登録はひらがなの文字列に限る」 といった鬮限を加えている椴種／ソフ
G1

卜が少なくない（例えば、 『松』 など） ． また、 単語登鐘エリアが分創されているため

に、 ローマ字で登鐙はできても、 その数が著しく制限されているというような機種／ソフ

トもある （例えば、 『キャノワード40』 など） 、 あらゆる文字列で登鋒ができるよう、

システム側の改良が麺まれる． なお、 ひらがなでしか登錘できないような織種／ソフトで

も 『全文圃換』 の織僅を活用することで【6】 の代用が可鰐ではある． すなわち、

.｢KD』 ・ 『 JKDK』 といったようにローマ字のままで本文の入力をしておき、 宙き終

えた段階で『 JKDK』 →『条件づけ』 、 『KD』 → 『行動』 というように、 長い文字列

から願に鉦換する方法である． しかしこれは、 同音意銭語があった棚合などには不便であ

るし、 「冠換もれ」 を起す恐れもある． 1つの章に1 0個以上現われるような用語に隈っ

･て、 その禍その禍で使われるぺき方法であって、 あまり一般的とは言えない．

－170－


